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匚社会事象における人間の行為」を意図的に組み込んだ授業構成－アメリカ合衆国の公民権運動を事例として－
A Social Studies Lesson Unit That Deliberately Introduces“Human Actions in Social Affairs”
Ｉ。問題の所在
社会科教育学研究においては
，市民的資質の育
成と科学的判断力の観点から
，意志決定能力の育
成を図る授業設計理論1）が提唱されてきた
。
しかし
，現行の社会科授業におい，断片的で
不十分な知識をもとに価値判断を求める授業や
，
児童・生徒個々の恣意的・主観的な考えに基づい
て価値判断を求める情意的側面の強い授業等が多
く見られる
。本研究を進めるにあたり，価値判断
にかかわる
，「社会事象における人間の行為」に
関連する50事例の授業分析を行った
。その結果，
社会認識と科学的判断力を密接に関係づけた授業
は50事例中３例と少ない2）
。
上記の現状を踏まえ
，本稿では，社会認識と選
択・判断が密接に関連する匚社会事象における人
間の行為」に焦点をあて，社会認識と科学的判断
力を密接に関連づけた授業構成について論じる
。
また
，分析的視亟の育成を図ることによって，科
学的判断を可能にする中学校社会科学習の基本的な内容構成と授業モデルを示す。
Ｈ。社会科授業に「社会事象における人間の行為」
を意図的に組み込む意義
社会科授業に匚社会事象における人間の行為
」
を意図的に組み込む意義について，以下の３点か
ら述べる。
①科学的判断の基盤となる分析的視点の育成
②社会の全体像を捉えさせる能力の育成
③社会事象に対する主体的な判断力の育成
１
．科学的判断の基盤となる分析的視点の育成
「社会事象における人間の行為
」は，目的を達
成するための手段である
。匚社会事象における人
間の行為」を通して，人間の手段の選択・判断等
-
東　元　信　浩
（御所市立御所中学校）
の行為過程を学習することは
，人間の手段・方法
の選択
・判断が，どのような根拠に基づいて行わ
れたのかを学習することになる
。このような社会
事象と人間の行為にある目的
，手段・方法の選択・
判断
，因果関係をもとにして習得した知識は，将
来直面する社会問題に対処するための価値分析の
根拠となる分析的視点になる
。また，社会事象を
見る際に
，どのような目的をもった行為なのかを
推理し
，予測する能力となる。このように，「社
会事象における人間の行為
」に焦点をあてだ社会
科授業は
，科学的判断のための分析的視点となる
知識の習得を可能にする几
２
．社会の全体像を捉えさせる能力の育成
匚社会事象における人間の行為
」が，どのよう
な価値基準によって選択
・判断されたのかを考え
ることは
，選択・判断された手段・方法等がどの
ような社会的背景のもとで行われたのか
，また，
どのような経緯で行われたのか段階的に把握する
ことである
。つまり，匚社会事象における人間の
行為
」を考えることは，それぞれの国・地域，時
代にある社会制度
，政策などの具体的事実を通し
て，社会の全体像や社会の構造を認識させること
につながる。
３
．社会事象に対する主体的な判断力の育成
人間の行為がどのような判断基準によって行わ
れたものかを学習することは
，自分が，どのよう
な判断や選択を行うかを考えるきっかけをつくる
ことになる
。また，人間の行為に焦点をあてて学
習することは
，将来，自らが判断に迫られた場面
において
，よりよい社会のおり方を予測し，決定
する際
，学習した知識が客観的な情報として有効
に働く
。この点から，匚社会事象における人間の
行為」に焦点をあてだ社会科授業は，社会事象に
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対する主体的な判断力の育成を可能にする
。
つまり
，匚社会事象における人間の行為」を学
習することによって
，①科学的判断のための分析
的視点となる知識の習得を可能にする
。②社会の
全体像や社会の構造を認識させることを可能にす
る
。③社会事象に対する主体的な判断力の育成を
可能にする
。これらの３点の理由から，厂社会事
象における人間の行為」を社会科授業に意図的に
組み込むことは
，社会科に必要とされる市民的資
質の基礎となる科学的判断力の育成するうえで有
効である。
Ⅲ。「社会事象における人間の行為」に焦点をあてた社会科授業の問題点
「社会事象における人間の行為
」には，価値選
択
・判断等の態度形成にかかわる内容が含まれる。
そのため
，情意・心情に影響される面が強く，周
囲の情報の影響を強く受ける
。自らの経験や自分
の周りにある情報は
，極めて少ない情報であり，
自分にとって都合のよい情報の場合もある
。また，
事実に基づかない不確かな情報も多くある
。情報
の少ない状況で行われた授業では
，当然，恣意的・
主観的な傾向が強くなる
。つまり，情報より自ら
の感情が優先される情意的な授業になる傾向が強
まる
。また，人物の感情 部分を強調すること
によって
，指導者の価値が人物の立場（行為主体）
を通して
，情意的側面から伝達される授業になっ
ている等の問題点4）もある。
上記の問題点を克服するためには
，行為の判断
の根拠となる事実に基づいて
，人間の行為がどの
ような判断基準によって行われたものかを明らかにする授業が求められる。
IV.「社会事象における人間の行為」を視点にし
た授業設計
１
．科学的判断の基礎となる分析的視点の育成
（1）分析的視点の育成①［説明的知識の習得］人間の行為を単なる情意的な判断として捉えさ
せないためには
，「｀社会事象における人間の行為」
を科学的に見る力が求められる
。厂社会事象にお
ける人間の行為」，厂なぜ，行われてきたのか」，厂どのような経緯で行われてきたのか」，匚どのよ
うな根拠に基づいて判断されてきたのか」，匚どの
ような結果をもたらしたのか」等を，分析的に捉
える視点の育成が必要である
。また，匚どのよう
な立場（行為主体）から選択・判断されたものか」
を
，分析的に捉える視点も必要である。これらの
視点を育成するためには
，匚社会事象における人
間の行為
」を原因と結果の関係から説明的知識と
して習得することが必要である几説明的知識は
，
社会科授業の中核をなす知識であり
，分析的視点
となる知識である
。その を基礎にして，匚社
会事象における人間の行為
」を考えることは，社
会事象に対するよりよい社会を実現するための未
来を予測する能力を高めることになる。
（2）分析的視点の育成②［説明的知識の再構成］
説明的知識は概念探究過程で習得される
。この
知識は
，応用範囲の広い豊かな情報とな知識で
ある
。この豊かな情報を活用場面によって対応で
きるように整理することで
，より活用できる知識
となる
。例えば，説明的知識を時系列に組みかえ
たり
，人々の行為の立場から組み加えたり，目的・
手段別に組み加えたりするなどである
。このよう
に学習場面によって
，説明的知識を再構成するこ
とによって，り鋭い分析的視点を育成すること
が可能になる。
【図１：分析的視点となる説明的知識の活用】
分析的視点Ｉ：分析的視点の基礎となる知識
《習　得》－
?
?
竺焉ｋ＝-規範的知識の習得
つまり
，再構成された説明的知識は，価値分析
過程における規範的知識を習得するうえでも有効
に働く
。（1）（2）の内容【図工：分析的視点と
なる説明的知識の活用】に示す。
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２
。社会の全体像を捉えさせる視点の育成
匚社会事象における人間の行為
」から社会の全
体像を捉えさせる授業構成の視点について
，（1）
行為過程の段階区分
，（2）立場（行為主体）の明
確化, (3)行為に対する価値
，の３点から論じる。
（1）行為過程の段階区分
「社会事象における人間の行為
」の過程には，
原因と結果の関係が存在する
。例えば，社会問題
や社会的論争問題が発生する段階では
，匚なぜ，
社会問題や社会的論争問題が起こったのだろう
。」
「‾どのような目的で社会問題や社会的論争問題を
起こしたのだろう
。」という人間の行為に対する
問いが生まれる
。次に，社会問題や社会的論争問
題にかかわっての手段
・方法等の選択・判断の段
階においても
，厂なぜ，社会問題や社会的論争問
題を解決するために○○のような手段
・方法等の
選択
・判断を行ったのだろう。」という人間の行
為に対する問いが生まれる
。つまり，それぞれの
問いに違いがあっても
，社会事象を人間の行為か
ら見れば
，原因と結果の関係が存在することがわ
かる‰このように
，社会事象にある一連の人間
の行為を時間的な経緯によって整理し
，説明的知
識を習得することが
，社会事象に対する分析的視
点を育成することになる
。また，社会事象の全体
像を捉えることになる
。このように人間の行為を
時間的な経緯にしたがって
，授業を構成し，知識
を習得させることによって
，人間は，その時々で
どのような選択・判断を行ったのかを知識として
習得することになる
。この習得した知識は，児童
生徒が今後直面するであろう社会問題や社会的論争問題に対応するための選択・判断の分析的視点
となる。
そこで
，匚社会事象における人間の行為」を社
会科授業に組み込むため
，①目的の段階，②手段・
方法の選択・判断の段階
，③結果の段階に区分し，
時間的な経緯から内容構成を行う
。
（2）立場（行為主体）の明確化
匚社会事象における人間の行為
」に関連した授
業を行う際
，匚どのような立場（行為主体）から
社会事象を考察させる授業なのかＯ
」，また，社会
事象における人間の行為の選択
・判断が匚どのよ
うな立場（行為主体）から行われたものなのか。」
-
を明確にする必要である
。つまり，F‾なぜ」とい
う問いの前に
，「だれが行ったのか。」という立場
（行為主体）を明らかにすることが求められる
。
また
，社会事象を複数の立場（行為主体）から捉
えさせることも求められる
。特に，社会事象を社
会の全体像として捉えさせるためには
，個別的な
行為主体（個人
・集団・国家それぞれの立場）よ
りも
，社会事象を複数の立場（行為主体）から捉
えさせることが求められる
。このような点を考慮
せずに学習を行えば
，社会事象を一面的にしか捉
えさせることができなくなる
。つまり，社会事象
を匚個人の選択
・判断が，国家にとってどうだっ
たのか」匚集団や国家の選択が個人にとってどう
だったのか」等の視点がなければ，社会事象の全
体像を幅広く捉えさせることができない
。そこで，
社会事象における人間の行為を①個人
，②集団，
③国家の３者の立場（行為主体）から，内容構成
を行う。
（3）行為に対する評価
社会事象を分析的に捉えるためには
，匚問い→
仮説→検証
」の学習過程を設定し，社会事象にお
ける人間の行為を因果関係から説明的知識（概念
的知識）として習得させることが必要である
。習
得された説明的知識を有効に活用するためには
，
価値選択
・判断の基準を分析的に捉えさせる学習
過程が必要になる
。このことを実践できる授業理
論が
，概念探究・価値分析型社会科6）の学習過程
である
。しかし，概念探究過程で，習得された知
識をより有効に機能させるためには
，習得された
説明的知識（概念的知識）を再構成し
，再構成さ
れた説明的知識（概念的知識）を分析的視点にし
て
，社会事象を再度検討することが必要である。
つまり
，社会事象における人間の行為（手段・方
法等の選択
・判断）がどうであったのか，自分な
らばどうするのかを
，自ら習得した知識に基づい
て客観的に判断することが必要である
。この判断
を行うことによって
，より実践的な科学的判断力
が育成できる。また，主体的な判断力の育成も可
能になる。
以上
，（1）から（3）で述べたことを踏まえ
匚社会事象における人間の行為」から社会の全体像を捉えさせる授業を構成する。
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３
。社会事象に対する主体的な判断力の育成
社会事象に対する主体的な判断力の育成を行う
ためには
，価値判断の能力の育成が求められる，
また
，価値判断能力の育成のためには，価値判断
がどのような根拠に基づいて行われたのか分析
・
検討することが求められるＯそこで, (1)価値判
断の能力育成
，（2）分析・検討の能力の育成につ
いて社会的論争問題を視点にして考察する
。
①価値判断の能力の育成
今までの社会科学習では
，将来の社会のあり方
を予測させたり
，主体的に選択・判断させる授業
構成ほとんど行ってこなかった
。具体的には，社
会科授業で社会的論争問題等を題材として取り扱っ
た授業を行うことを避けてきた
。つまり，将来を
展望し
，よりよい社会を実現するために不可欠な
科学的判断力を高める学習をしていなかった
。今
後の社会科では
，情意や心情に左右されない事実
認識に基づいた
，将来の社会の望ましいおり方を
予測させ
，主体的な判断をさせる授業構成が求め
られる
。社会的論争問題を題材にした授業では，
一定の価値判断が行われることになる。この価値
判断を求める授業が匚持続可能な社会を形成する」
主権者として
，主体的な判断を行う能力の育成に
つながる
。また，積極的に政治に参加する態度育
成にも
っながるＯ
②分析
・検討の能力の育成
匚社会事象における人間の行為
」を通して，人
間の価値判断の根拠を原因と結果の関係から説明
的知識を習得することによって
，社会事象に対す
る科学的な知識の習得が可能になる
。この説明的
知識をもとにして
，社会科におけ価値分析視点，
を明確化するためには
，説明的知識を分析的視点
となる知識に高める段階が必要になる
。つまり，
社会事象に対して
，厂分析・検討を加える」授業
過程が授業構成に組み込むことができれば
，説明
的知識は，児童生徒にとって，より明確な分析的
視点となる。
そこで
，岩田一彦の概念探究・価値分析型社会
科の学習過程を援用し
，説明的知識を生徒にとっ
て
，より明確な分析的視点となる授業構成につい
て提案する
。その授業構成が【図Ｈ：概念探究・
価値分析型社会科の授業過程に分析・検討の過程
【図皿：概念探究・価値分析型社会科の授業過程に分析・検討の過程を組み込んだ学習過程7)】
概念探究過程
分析・検討過程
１行為に対する分析と検討
・個人の視点からの分析と検討
・集団の視点からの分析と検討
・国家の視点からの分析と検討
Ｈ行為に対する評価
価値分析過程
を組み込んだ学習過程】である。
岩田の社会科授業理論にある単元設計の基本形
匚概念探究過程→価値分析過程」を匚概念探究過
程→『分析・検討過程』→価値分析過程」とし，
岩田の概念探究
・価値分析型社会科の授業過程に
『分析
・検討過程』を組み込むことで，概念探究
型過程で習得した説明的知識（概念的知識）を再
構成する学習場面を設定できる
。また，『分析・
検討過程』の学習場面で再構成された説明的知識
（概念的知識）は
，より明確な分析的視点となり，
規範的知識を習得するための知識として
，合理的
意志決定の場面で有効に働くと考えた
。価値判断
にかかわる合理的意志決定に必要な分析・検討の
能力の育成は
，岩田の概念探究・価値分析型社会
科の学習過程に『分析・検討過程』を加え授業を
構成することによ
って可能になる。
これまで検討してきた匚社会事象における人間
の行為を意図的に組み込んだ概念探究
・価値分析
型社会科の授業過程に匚分析・検討」の過程を組
み込んだ学習過程の単元設計の構造を【図ｍ：単元設計の構造】に示す。
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【図Ⅲ：単元設計の構造】
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なぜ、①～③の方法を選択・判断を行ったのだろう？
①なぜ 、○○は、× ×の方
法を選択したのだろう？
②なぜ 、○○は、×× の方
法を選択したのだろう？
③なぜ、○○は、××の方
法を選択したのだろう？
⊆』５ ⊇ 心召レ －麟レ
手段・方法の選択・判断の段階の問いに対する答えの整理＝手段・方法 の選択・
判断の段階における行為の整理
r 雨蘿
検
証
③ 結
果
の
段
階
－｀喊訟a鰰－
〔結果の段階における問い〕
なぜ、口口の結果が起こったのだろう？
結果の段階の問いに対する答え
＝目的の段階、手段・方法の選択・判断の段階を踏まえた行為の整理
一 睨汕-
「社会事象における人間の行為」の分析的視点となる
説明的知識の習得
匹 １
分析検討過程|
’｀叫碯i芦゜’
説明 的知 識 の再 構成と行 為 の評価
一臧昌洳r:
価値分析過程 ?I蒜肘鵜尚侭　言語
ｃ二念 Ξン
Ｖ。開発した授業モデル
１．権利獲得の動きに着目した学習内容
社会事象に対する主体的な判断力の育成には，
過去の人々が社会事象に対して 匚どのような判断
をしたのか」その判断が社会に 匚どのような影響
を与えたのか｣ を学習することが求められる。と
りわけ，市民的資質の育成には，社会事象が，
厂なぜ，起こってきたのか｣，匚どのような経緯で
行われてきたのか｣，匚どのような根拠に基づいて
判断されてきたのか｣，匚どのような結果をもたら
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したのか
」等を，分析的に捉える視点の育成が必
要である
。権利獲得の動きには，多様な価値が内
包されており「社会事象における人間の行為
」を
考えるうえで意義かおる
。そこで，人間の行為に
見られる権利獲得に着目する意義について
，（1）
主権者の育成の視点, (2)民主主義の発展と基本
的人権の保障の視点
，から論じる。
（1）主権者の育成の視点から
民主主義についての学習においては
，個人の尊
厳と人権の尊重や主権者として政治参加へのあり
方について考えさせることが中心となる
。しかし，
主権者を育てる学習では
，憲法に示された内容を
学ぶことが中心となっている場合が多い
。言い換
えれば
，主権者を育てる学習は，単に政治制度や
法の内容を学ぶ学習となっており
，F‾なぜ，この
ような制度が生まれてきたのか
。」匚なぜ，社会的
論争問題かおるのか
。」等を深く考えさせる授業
となっていない
。主権者を育成するためには，具
体的な問題解決の場面で
，よりよい社会の実現を
めざして主体的に判断する能力が求められる
。そ
のためには
，民主主義の発展とともに権利が保障
されるようになってきた理由や権利拡大にともな
う社会的論争問題を
，具体的な題材を通して学習
することが必要になる。
（2）民主主義の発展と基本的人権の保障の視点
から
身分支配
・奴隷関係を廃し，自由・平等を求め
る動きは
，自然に生まれたものではなく，自由を
束縛され
，圧政のなかで貧困を余儀なくされた人々
の抵抗運動から生まれてきたものである
。アメリ
カの独立戦争
，フランス革命等がそれである。ア
メリカの独立宣言(1776)には
，匚生命・自由及
び幸福追求
」の権利が，憲法に示され，また，フ
ランス人権宣言(1789)には
，匚人は，生まれな
がらに
，自由で平等である」と自由権・平等権が
示された
。このような民衆の権利を求める動きが，
民主主義の根底にある厂人であれば
，無条件にもっ
ている権利
」という基本的人権の考え方の基礎を
つくり
，発展させてきた
Ｏこの根本には
，「‾一人
一人の権利を尊重する社会の実現」という考え方
かおる
。この考え方を，近・現代の民衆の動きを
通して考えさせることは，生徒の市民的資質を育
-
成することにつながる。
そこで
，（1）（2）を踏まえ，匚社会事象におけ
る人間の行為
」を意図的に組み込んだ授業モデル
を中学校社会科（公民的分野）の単元厂権利を求
める動きーアメリカ合衆国の社会問題からー」に
おいて開発した
。以下，その概要を示す。
２．単元「権利を求める動きーアメリカ合衆国の
社会問題からー」
アメリカ合衆国の（1）公民権運動
，（2）銃規
制の問題，を題材に単元を構成する。以下，その
内容について示す
。
（1）公民権運動
アメリカ合衆国の社会問題として
，黒人に対す
る差別があげられる
。現在では黒人に対する制度
的差別はなくなった
。その背景には, 1950年代か
ら1960年代にかけて
，マーティン・ルーサー・キ
ングを中心に展開された非暴力による公民権運動
とその結果として成立した匚公民権法
」の影響が
ある
。公民権運動に見られる動きは，アメリカ合
衆国の独立宣言に示された
，厂生命，自由及び幸
福の追求
」という考え方そのものである。民主的
な国家をめざすアメリカ合衆国で起こった厂公民
権法
」成立までの一連の動きは，基本的人権の保
障を学習するうえで有効である
。しかし，アメリ
カ合衆国の黒人差別問題や公民権運動によって黒
人が基本的人権を獲得した経緯を題材にした社会
科授業はほとんどない
。そこで，民主主義の柱で
ある基本的人権の保障や人間の尊重について，深
めるために
，アメリカ合衆匡|の1950年代から1960
年代の公民権運動を題材として取り上げた。
（2）銃規制の問題
アメリカ合衆国の抱える問題の１つに銃の問題
がある
。アメリカ合衆国憲法には，匚国民が武器
を所有し
，携帯する権利は損なうことができない。」
という記述かおる
。この記述によって，匚銃を保
有するは権利は
，アメリカ国民にある当然の権利
である
。」という考え方が，今なお続いている。
しかし
，銃による犯罪や殺人が後を絶だない現状
から
，銃規制を行う動きも近年高まりを見せつつ
ある
。アメリカ合衆国で，銃規制が本格的に始まっ
たのは, 1993年のブレディ拳銃防止法が制定されてからである。ブレディ拳銃防止法が制定された
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後
，アメリカ国内では，「銃規制」と匚銃保有の
権利」を主張する両者のなかで，意見対立が続い
ている
。そこで，権利について，より深めさせる
ため
，アメリカ合衆国の匚銃規制」に関連する社
会的論争問題を題材として取り上げた
。
３．開発した授業モデル
（1）単　元　「権利を求める動きーアメリカ合
衆国の社会問題からー」
（2）目標
【概念探究過程における目標】
アメリカ合衆国では, 1950年代半ばから1960年
代にかけて公民権運動が活発化する
。その中心と
なった
，マーティン・ルーサー・キングは，非暴
力運動を掲げ
，黒人の先頭になって，公民権運動
を推し進めた
。この運動は黒人のみならずアメリ
カ社会の基本的人権に対する不公平
・不平等に矛
盾を感じていた白人らの協力にも支えられ
，アメ
リカ全土の民衆運動として広がりをみせた
。その
結果, 1964年「公民権法」が成立したｏ上記の知
識を習得する。
【分析
・検討過程における目標】
アメリカ合衆国国民の行為選択
・判断の背景に
は
，アメリカ合衆の独立宣言に示された「生命，
自由及び幸福の追求
」の権利の保障という考え方
が根底に流れていること
。また，行為の選択・判
断の根拠には
，匚自由(libety)」匚公正(fair)」と
いう考え方かおることを理解する
。
【価値分析過程における目標】
アメリカ合衆国の公民権法獲得の過程に見られ
た
，匚自由(libety)」と匚公正(fair)」という，
匚社会事象における人間の行為
」の選択・判断の
分析的視点をもとにして
，アメリカ合衆国の匚銃
規制の問題」について価値分析を行い
，合理的意
志決定を行う
。
（3）単元の指導計画
権利を求める動き
・・・全９時間
ロアメリカ合衆国の公民権運動①・・・２時間
（※情報収集については１時間課外で行う
。）
ロアメリカ合衆国の公民権運動②・・・１時間
【
目的の段階における検証】
ロアメリカ合衆国の公民権運動③・・・２時間【選択・判断の段階における検証】
ロアメリカ合衆国の公民権運動④・・・１時間
【結果の段階における検証】国アメリカ合衆国の公民権運動⑤・・・ｆ時間
【分析・検討】
△アメリカ合衆国の銃規制問題・・・・２時間
（※上記に示した口国△は
，概念探究過程を口，
分析・検討過程を国，価値分析過程を△として示
している
。）
（4）授業展開
第１時から第６時の概念探究過程では
，匚なぜ，
アメリカ合衆国の黒人は公民権を獲得できたのだ
ろう
。」という中核となる問い設定し，公民権運
動に見られたの人間の行為を探究させ
，説明的知
識（概念的知識）を獲得させることをねらいとし
ている
。第７時の分析・検討過程では，概念探究
過程で獲得した説明的知識（概念的知識）を再構
成し
，人間の行為に見られる分選択・判断にかか
わる分析的視点を育成することをねらいとしてい
る
。第８・９時は，第７時で再構成した説明的知
識（概念的知識）を応用し
，アメリカ合衆国の社
会的論争問題である匚法による銃規制が必要なの
か
，必要でないのか」を通して，範的知識を獲
得する学習過程として授業モデルを開発した
。
ここでは
，概念探究過程で獲得した説明的知識
（概念的知識）をもとに分析・検討する授業過程
のみを提示する。
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（5）評価規準【表Ｉ：単元の評価規準参照】
時 関 心 ・意 欲 ・熊 度 思 考 ・判 断 技能 ・ 表 現 知識・理解
１
魯
２
○アメリカ合衆国の近・現代 の
政治に対する関心が高まってい
る。
○アメリカ 合衆国の黒人を取り巻
く人種隔離の問題と基本的人権に
保 障された自由権・平等権とを関
連づ けて 学習課 題を設 定してい
る。
○アメリカ合衆国の近・現代の
資料から公民権運 動に関連する
資料を適切に活用し，学習課題
を設定している。
３
●
４
○基本的人権の保障をめざした
アメリカ合衆国の権利獲得の巡
勣につ い て の学習 課題 を 追究
し，考えようとしている。
○アメリカ合衆国における人種隔
離政策のおかしさを，日本国憲法
で示されている自由権と平等権の
保障と関連づけて考察している。
○アメリカ合衆国 における白人と
黒人の経済的格差について，人種
隔離政策との関連を踏まえ考察し
ている。
○収集した資料 からアメリカ合
衆国の公民権運動 の学習に役 立
つ情報を適切に選択活用してい
る。
○アメリカ 合衆国 の公民権運動
の資料をもとに学習課題を設定
している。
○資料をもとに学習課題を追究
し，考察し た結果をまとめてい
る。
○個人 の尊厳や人間尊重の視点
から公民権運動が行われていた
ことを理解している。
○アメリカ合衆国にお ける白人
の人種差別政策によっ て，社会
的低 位 に置 かれ た黒人 の 中か
ら，社会の自由・平等を求 める
運動が起こってきたことを理解
している。
５
○基本的人権 の保 障を め ざし
たアメリカ合衆国の権利獲得の
巡勣についての学習課題を追究
し，考えようとしてい る。
○公民権運動が活発化した理由に
ついて，共存共生の社会を実現し
よ うとした黒人 と白人の協力とい
う観点をもとに，考察している。
○収集し た資料からアメリカ合
衆国の公民権運動の学習 に役立
つ 情報を適切に選択活用してい
る。
○資料をも とに学習課題を追究
し，考察した結果をまとめてい
る。
○キン グの主張する非 暴力運動
が，黒人だけでなく 白人からも
支持された結果，アメリカ合衆
国全土 に広がる民衆運動として
高まったことを理解している。
６
○基本的人権の保障のためのア
メリカ民衆の行 動と政府の対応
を通して，民主主義社会につい
て，考え ようとしてい る。
○黒人 の公民権の拡大と基本的人
権を保障する民主主義社会の発展
を関連させ考察してい る。
○法の役割について， 基本的人権
の保障という観点をもとにして考
察している。
○収集した資料からアメリカ合
衆国の公民権運動の学習 に役立
つ 情報を適切に選択活用してい
る。
○資料をも とに学習課題を追究
し， 考察した結果 をま とめてい
る。
○公民権運動が民衆運動 として
アメリカ全土に広がった結果，
「公民権法」が法制化 されたこ
とを理解してい る。
○権利獲得の動きが，民主主義
を発展させ， 基本的人権が保障
される社会基盤 をつくったこと
を理解している。
７
○アメリカ合衆国の公民権巡勁
を通して，民主主義を求める民
衆の行為の選択・判断の視 点が
どこにあるのか追究しようとし
ている。
○アメリカ 合衆国の民衆が，公民
権退動を支持した理由をアメリカ
独立宣言に示 された記述をもとに
考察してい る。
○公民権退動に関する一連の経緯
について，「 自由」 と「公正」 と
いう視点から考察している。
○民主主義を求める民衆 の行為
の選択・判断の視点がどこにあ
るのか学習内容を振り返り，考
察した結果をまとめてい る。
Ｏ 「公民権法」が成 立した背景
には，アメリカ合衆国 の独立宣
言に示された「生命， 自由及び
幸福の追求」の権利 の保障とい
う考え方が根底にあ ることを理
解してい る。
○アメリカ合衆国の民衆の行為
の選択・判断 には，「 自由」 と
「公正」 とい う考え方があるこ
とを，理解している。
８
●
９
○アメリカ合衆国の社会的論争
問題に関心をも ち主体的に考え
ようとしてい る。
○アメリカ 合衆国の社会的論争問
題を権利の保障とい う視点から考
察し，公正に判断している。
○社会行為の主体（立場）によっ
て異なる主張を学習内容から考察
している。
○価値判断の根拠を事実の分析に
基づいて考察している。
○アメリカ合衆国で銃規制の問
題について，学習内容を振り返
り， 考察した結果 を権利 の保障
とい う視点から適切に判断し，
まとめてい るo
○ブレディ拳銃防止法 の成立の
経緯を知る。
○アメリカ合衆国で の銃規制の
問題が，社会的論争問題として
高まった理由を，ブレディ拳銃
防止法の成立経緯を通して理解
している。
【 表Ｉ：単元の評価規準】
-
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（6）授業過程
第７時　 アメリカ合衆国の公民権運動⑤【「社会事象における人間の行為」の分析・検討」】
過程 主な問い(O), 予想される生徒の反応 ０ ） 学 習 内 容(*), 留 意 点 （△ ） 資料
行
為
主
体
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
○なぜ ， キン グは， 非 暴力 に訴 えた 人種 隔離 撤廃 運 動を行 お うとし た のだ
ろ う。
・ガ ン ジー の影 響を受 けてい たか ら。
・暴力対 暴力で は，運 動の成 功が ない と考えた から。
・「差別のない 社会 の実現 をめざし たか ら」
・黒人 の権利拡 大を めざし たから。
○なぜ ，マル コム Ｘ は， 暴力 に訴 えた人 種隔 離撤廃 運動を行お うとした の
だろ う。
・ア メリ カ合 衆 国社 会の なかで ， 苦し め られて いた 「 ゲット ー」 を 救い た
かっ たから。
・ 白人 中心 の社会を 黒人 中心 の社 会に変 えたかっ た から。
・ 白人 の暴力 に よっ て， 苦し め られて きた 黒人 を暴力 によっ て救 お う とし
たか ら。
○な ぜ，政 府は， 人種隔 離撤廃運 動を積 極的 に進 めなかっ たのだろ う。
・「隔離し ても平 等」 とい う考え 方が あっ た から。
・政 府は， 黒人を アメリカ 国民 として 考えてい なかっ たか ら。
・ 白人中 心の社会 を変え たくな かった。
○ アメ リカ 合衆 国 の公民 権運 動 につ い て の整理 を 通し て， 社会 事象 と行 為
主 体の関係 につい て，い えるこ とは何 だろ う。
・ 今 ま で の 学 習 を 振 り 返 り ， 問
い に対 す る答 え を 整 理 す る よ う
に指示す る。
△ 同じ 黒 人 で あっ て もｏ 考 え方
の違い がある こと に注目 させ る･。
△ アメ リ カ 合衆 国 政府 は， 白人
中 心 に 政 策 を 決 定 し て い た こ と
を知 らせる。
キ ン グ の
演 説文
マ ノレコ ム
Ｘ の 演 説
文
1896 年 に
最 高 裁 判
所 が 出 し
た判決 文
行為 主体 （立場 ）が 異な れば， １つ の社 会事象 に対 して の考 え方 が違 う。ま た， 行為 主体 （立場 ） が異な れば ，解
決の方 法が 異なってい る。
行
為
の
選
択
判
断
の
分
析
○次の 学習課題 をも とにして アメリカ 合衆 国の公 民権運 動に 見られる行 為
の選択・判 断に 見られ る特色 を整理し てみ よう。
・ 学 習 を 振 り 返 り ， 問 い を も と
に 考 察 し た 結 果 を 整 理 す る よ う
に指示 するo
○なぜ, 大多 数の黒 人は キン グ の運 動を 支持し たのだろ う。
○なぜ， 白人 学生は， 公民 権運動 を支持し た のだろ う。
○なぜ， 政府 は，公 民権法 を成 立させた のだろ う。
○公 民権 運動につ いて の選択・ 判断 の基準 となる 考え方 は何だろ う。
・ 自由， 平等が保 障 される社 会を求 める とい う考え 方
・人 間が 生まれ ながら にもってい る生 命・ 自由及び 幸福 追求とい う考 え方
・ 権利 は， すべて の人 に対して 公平 にある とい う考え方
○問い に対 す る答え をも とにし て， アメ リカ 合衆 国 の公民 権運 動に 見 られ
たの行為 の選択・ 判断 の根拠 を明ら かにし よう。
公民権 運動 に対 する， 行為 の選択 ・判断 には，「人間 が生ま れなが らにもっ てい る生命， 自由及 び幸福 の追求 の権
利 は， すべて の人に対 して公 平に ある」 とい う考 え方 がある。
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○公 民権運 動を推進 す るために，自分 なら どのよ うな運動や 政策を 行 うか。
次 にあげたそ れぞれ の 立場 から 考えよ う。
つ
い
て
の
評
価
○マル コ ムＸ， キン グの 立場　　　　 ○黒人 ・ 白人の 立場　　　　 ○政府 の立場
○公 民権 運動 を推 進 する ため に 自分な らば ， どのよ うに す るかを整 理 し よ
う。
○学習し たこ とを整理 して みよ う。
△公 民権 運 動 につ い て の 自 分 の
考 え 方 を 整理 す る 際， 考え 方 の
根 拠 を 明 ら か にす る よ う指 示 す
る。
ア メリカ 合衆 国 に広 がっ た公 民権運 動 の行為 に対 する選 択・判 断 には，「人間 が生ま れな がらに もって いる 生命，
自由 及び 幸福追求 の権利 は， すべて の人 に対し て公平 にあ る｡」 とい う権利 に対 して の考え 方があ る。こ の考 え方が
選択 ・判断 の基準 として働い てい る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、
Ⅵ。研究の成果と課題
本研究で は， 匚社会事象における人間の行為」
を意図的に組み込む中学校社会科授業モデルを概
念探究・価値分析型社会科を援用して提示した。
その中で次の２点 が成果としてあげられる。
第１に，価値判断の根拠となる分析的視点を明
確にする授業構成について提示できたことである。
第２に，概念探究過程と価値分析過程の学習過程
をに 厂分析・検討」過程を組み込むことで社会認
識と科学的判断力を密接に関連させる授業 が可能
になり，市民的資質に必要とされる合理的意志決
定能力 の育成を可能にしたことである。今後の課
題は，本研究で構築した授業モデルにしたがって，
授業実践を行い，理論を修正し，発展させていく
ことである。
［注およ び参考文 献］
１　岩田一彦は，市民的資質の育成と科学的判断力を
密接 に関係づけた授業について提案をしている。岩
田一彦（2001）: 『社会科固有の授業理論30 の提言』，
明治図書, p.62.
2　先行授業実践にかかわっては，「社会事象 における
人間の行為」 に関連する授業実践を50 事例抽出し，
フレームワークをもとに分析した。東元信浩(2007)
: 「科学的判断を基盤とした市民的資質の育成一社
会事象における人間の行為から分析視点を育てる社
会科授業－」兵庫教育大学大学院修士論文
３　岩田一彦（2001）: 『社会科固有の授業理論30 の
提言』，明治図書, p.136.
－160 －
４　岩田一彦は，事象を生じてきた因果の関係を科学
的に認識させる社会科の教育方法を分析的方法と呼
び，社会科 の授業を構成していく際に有効に働く授
業としている。一方で，感情に訴えた価値注入・価
値伝達の教育方法を理解的方法と呼び，感情を一方
的に移入する情意的な社会科授業 の問題を指摘して
いる。岩田一彦(1982):　 匚社会事象 の分析視点と
社会科授業の構成」『教育科学社会科教育J  No.232,
明治図書，p.117.
5　山本憲令 は， 社会事象間の因果関係を人間の行為
を軸とした探究学習により，説明的知識の習得の方
法について提案をしている。 山本憲令(1990):
匚行為を紿とした因果関連モデル・原因探求過程を組
み込んだ社会科授業」社会系教科教育学会『社会系
教科教育研究』, No.2,  p.94.
6　概念探究・価値分析型社会科学習過程については，
岩田一彦(1991) ：『小学校社会科 の授業設計』，東
京書籍，に詳しい。
フ　図の作成にかかわっては，岩田一彦(1991) 『小学
校社会科の授業設計』，東京書籍, p.58, p.62. を参
考にした。
